
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感動の平昌オリンピックが終わり、ジャン

プのレジェンド葛西選手は４年後の北京オリ

ンピックに向けスタートを切るとの意思表明

を行いました。なぜ葛西選手は、レジェンド

と呼ばれるのでしょう？ 葛西選手はリレハ

ンメルオリンピック（1994）でノーマルヒル

５位、団体戦で銀メダルを獲得しました。し

かし、期待された４年後の長野オリンピック

（1998）では、思うような成績が残せず、団

体戦のメンバーにも入れませんでした。オリ

ンピックが終わったとき、誰もが葛西選手が

引退するだろうと考えました。しかし彼は、

現役を続けました。そして、１６年後のソチ

オリンピック（2014）で見事、ラージヒルで

銀メダル、団体で銅メダルを獲得し、４２歳

にして再び光り輝いたのです。今日まで３０

年間、現役選手を続け、なんと通算８回のオ

リンピックに出場しました。もし途中であき

らめて引退していれば、今のレジェンド葛西

選手は誕生していませんでした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

さて、この新井中学校も３年前からレジェ

ンド新井中学校を目指して取り組み、学校の

姿として成果をあげてきました。今度は「一

人一人が輝く姿」を目指してさらに取り組ん

でほしいと願っています。少なからず「心な

い言葉に傷ついている人」や「安心して学校

生活を送ることができない人」がいます。み

なさん一人一人が、「この学校で学べてよかっ

た」「この学校で過ごせたことを誇りに思う」

となったときに、本当のレジェンド新井中学

校ができあがると考えています。  

我々が手にする鞄ですが、世の中には多く

の鞄があります。その中にブランド品と言わ

れるものがあります。作りが丈夫であったり、

デザインが良かったり、何よりもみんなが持

ってみたいと思う品物です。たくさんある中

学校の中で、「新井中学校で生活してみたい」

「新井中学校にあこがれる」、そんな気持ちに

なったときに、新井中学校が自分にとっての

ブランド校となります。そんな「新井中ブラ

ンド」を目指してこれからも歩みを進めたい

と思っています。 

そのために、「誰にでもできることを（挨拶

や人を傷つけないなど）、誰にでもできないく

らいに一生懸命に行う」、「いざ取り組むとき

は、力の出し惜しみをしないで、全力を出し

切る」ことを大切にしてください。良い１年

が送れるよう、頑張りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

『一人一人の「レジェンド新井中」から

「新井中ＢＲＡＮＤ」へ』 
校長 村井 友明   
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 ４月６日（金）に、第 49 回入学式を行いました。192 名の新入生が大きな希望と少しの不安

を胸に入学しました。御参加いただきました御来賓の皆様、保護者の皆様、ありがとうござい

ました。在校生代表歓迎の言葉と新入生代表決意の言葉を紹介します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『決意の言葉』 

1 年 6 組 佐藤  玲  

  

暖かな春のおとずれとともに、私たち新入生 

１９２名は、伝統ある新井中学校の入学式を迎え

ることができました。 

 今日から中学生の仲間入りをすることになり、 

緊張や不安もあります。しかし、一方で新しい友

達との出会い、これから始まる中学校生活への期

待で胸がいっぱいです。 

 中学校では、学習が難しくなり、教科によって

教えてくださる先生が変わります。お話をしっか

りと聞き、主体的に学習していきたいです。 

 そして、部活動や学校行事には、不撓不屈の精

神で、全力で取り組み、自分自身を向上させてい

きたいです。 

 ３月の体験入学の際に、２年生の皆さんが、さ

わやかなあいさつや温かい拍手をしてくださり、

とてもうれしかったです。また、チームワークよ

く中学校生活について説明してくださる姿を見

て、「新井中学校は、いい学校だな。」「私たちも

先輩たちのようになりたいな。」という思いを強

くしました。 

 今日から、新井中学校の一員となりました。新

井中学校の伝統をしっかりと学ぶとともに、新井

中学校の生徒であるという誇りをもって、何事に

も努力していきます。 

 最後になりましたが、校長先生はじめ、先生方、

職員の皆様、そして先輩方、どうか温かいご指導

をよろしくお願いいたします。 

 

 

『歓迎の言葉』 

生徒会長 中嶋 一颯  

 

新入生の皆さん、御入学おめでとうございま

す。私たち二・三年生は皆さんの入学を心待ち

にしていました。 

 皆さんは今、どのような気持ちでいるのでし

ょうか。新たに始まる中学校生活への期待を抱

えているのでしょうか。それとも、不安や緊張

が大きいのでしょうか。二年前、私は、緊張や

不安でいっぱいだったことを覚えています。で

も、そんな不安はすぐになくなりました。それ

は、この新井中にある、温かく安心した雰囲気

のおかげです。手本を示しながら、温かい声掛

けをしてくれる先輩方、優しく、ときに厳しく

指導してくださる先生方、自分の力になってく

れる同学年の仲間に囲まれた二年間を過ごし

てきました。今、皆さんの周りに座る二・三年

生、先生方、そして、一緒に入学した仲間たち

も、きっと皆さんにとって安心できる存在にな

るはずです。 

 さて、今日、玄関を入るとき、「不撓不屈」

という言葉を見つけた人はいますか。不撓不屈

とは、強い意志を持って、どんな困難にもくじ

けないという意味です。これから先、辛いこと、

苦しいことに負けそうになることがあるかも

しれません。そんなとき、この言葉を思い出し

てください。これまでの先輩方も私たちもこの

言葉を胸に頑張ってきたからです。 

 これから始まる三年間の中学校生活では、様 

々な経験をします。勉強、部活動、生徒会活動

など、日々、新しいことに挑戦していきます。

その中で、理想の自分を思い描き、進んでいっ

て欲しいと思います。 

これまでの先輩方が築いてきた、安心して過

ごせる、レジェンド新井中。私も、そんな新井

中を受け継ぎ、発展させたいと思っています。

今日から皆さんは私たちの仲間です。チーム新

井中の仲間として、今までを超える新井中を作

るために、一緒に頑張りましょう。 

 最後になりましたが、皆さんの入学を心から

お祝いし、歓迎の言葉といたします。 

 

 



 平成３０年度 学校経営方針  
 

校長 村井 友明 

１ 基本的な構え 
 

○「レジェンド新井中」の創造から「新井中ブランド」へ 

  「集団」としての高まりから、一人一人が輝く「個」の高まりへ。生徒や教職員が、新

井中学校に誇り（プライド）をもち、誰でもが安心して過ごせる、当たり前の学校生活

（スタンダード）が送れることで、「新井中学校で学べて良かった」と思える「新井中

ブランド」を作り上げる。 
 

   〇教育目標 「不撓不屈の精神に富み 創造的に実践する生徒」 

   〇重点目標 「夢と志をもち、自ら学び、正しく行動しようとする生徒の育成」 
 

（１）居場所のある学級づくり 

  ア 望ましい集団・人間関係をつくる 

①寛容的な雰囲気の醸成、②目標の共有、③役割分担と相互理解、④約束やルールの徹 

底、⑤学級会や班会議による課題の共有と解決策の協議（ミニ班会議のさらなる充実） 

  イ 生徒指導の３つの機能を日常の授業に生かす（授業の基礎基本として徹底を） 

①自己決定の場を与えること、②自己存在感を与えること、③共感的な人間関係を育成 

すること 
 

（２）楽しく分かる授業づくり 

  ア 基礎基本の定着を図る 

   基礎・基本テスト、Web 配信問題を積極的に活用し、生徒の確かな学力の向上を図ると 

   ともに、自身の授業改善に取り組む 

  イ 思考を深める工夫をする 

   仲間との学び合い(ALAS)を重視する。※ALAS…アクティブ・ラーニング新井中スタイル 

  ウ 中学校区共通課題「聞く力、話す力の充実」に向けた取組の充実を図る 

   対話の必然性のある授業づくりに努め、「どのように学ぶか」という学びの質を重視する 
 

（３）特別支援教育の充実 

  ア アセスメントを確実に行い、障害の特性を正しく把握する 

  イ 授業や生活場面における支援を PDCA サイクルのプロセスで修正する 
 

（４）いつでも生徒指導、どこでも生徒指導 

  ア 時を守り、場を清め、礼を正す 

  イ 報告・連絡・相談・確認の徹底 

   保護者との報・連・相・確も重要な生徒指導と考え、家庭訪問の労を惜しまない 

  ウ いじめを見逃さない、許さない 

   「いじめ（偏見や差別を含む）はいじめる方が 100%悪い」という考え方を崩さない 
 

（５）常にキャリア教育の視点をもって指導 

  ア リアリティをもった社会的な現実との接点をつくる 

  イ 今の学び、日常的な学びを将来に結びつける 
 

（６）「特別の教科 道徳」への準備と移行 

 ア 年間指導計画に沿った授業に取り組み、H31 年度用道徳教科書の年間指導計画を作成 

する 

 イ「考え議論する道徳」の授業を意欲的に構想する  

 



【５月の予定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行事予定 授業 給食 部活 バス 

1 火 配信問題（2 限） 教育実習オリエンテーション 6 限 ○ ○ 通常 

2 水   6 限 ○ ○ 通常 

3 木 憲法記念日         

4 金 みどりの日         

5 土 こどもの日         

6 日           

7 月 基礎チェックテスト① 職員会議 5 限 ○ × 通常 

8 火 基礎チェックテスト② 教育相談① 生徒拡大評議会 5 限 ○ ○ 通常 

9 水 結団式リハーサル（6 限） 6 限 ○ ○ 通常 

10 木 眼科検診 ミニ班会議 教育相談②（放課後） 5 限 ○ ○ 通常 

11 金 全校朝会 部活動結団式・激励会（5、6 限） 6 限 ○ ○ 通常 

12 土           

13 日           

14 月 教育実習開始 対面式（朝） 学習規律強調週間（～5/17） 職員研修 5 限 ○ × 通常 

15 火 ﾂｪﾙﾏｯﾄ訪問(～17 日） 耳鼻科検診 生徒総会ﾘﾊｰｻﾙ（放課後） 教育相談③ 5 限 ○ ○ 通常 

16 水 生徒総会（5、6 限） 教育相談④ 6 限 ○ ○ 通常 

17 木 検尿 2 次 教育相談⑤ 5 限 ○ ○ 通常 

18 金 遠足（雨天：金曜授業）   × × 
全線 

１６：３０ 

19 土           

20 日           

21 月 1 限遠足振り返り Q-U 学年部会 5 限 ○ × 通常 

22 火 3 年内科検診① 清流 プール清掃 6 限 ○ ○ 通常 

23 水 避難訓練 6 限 ○ ○ 通常 

24 木 2 年歯科検診 6 限 ○ ○ 通常 

25 金 全校朝会 （遠足予備日） 6 限 ○ ○ 通常 

26 土           

27 日           

28 月 学年部会 5 限 ○ × 通常 

29 火 3 年内科検診② 月末アンケート 6 限 ○ ○ 通常 

30 水 小中連絡会 2 年内科検診② 6 限 ○ ○ 通常 

31 木 上越教育事務所訪問（新井小、中央小） 午前放課 4 限 ○ × 
全線 

13:30 

6 月の主な予定 

 上越合同陸上大会（6/1）、上越合同各種大会（6/6,7）、オープンスクール（6/17～）、芸術鑑賞教室（6/19) 

 上越合同水泳大会（6/13）、1 学期定期テスト（6/21,22）、新体力テスト（6/14,20,26） 

 地区陸上大会（6/28,29） 

 

 

 

 

 

 

 


